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た rBMN1-17 を用いた enzyme linked immunosorbent 
assay  （ELISA）及び ICT の検出感度を比較した。その
結果，顕微鏡検査による赤血球寄生率の測定及び ELISA
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である ribosomal DNA をプラスミドに挿入したものを
段階希釈し，一定量の正常血液に混和した。これらを熱
処理して上清を回収し，PCR法を比較対照として LAMP
法の検出感度を調べたところ，LAMP 法は PCR 法より
も 100 倍高い検出感度であった。加熱抽出物を用いた方
法は市販のDNA抽出キットを用いた場合よりも検出感















B. bovis 及びB. bigemina の rhoptry-associated protein 






mLAMPを行い，PCR及び nested PCR 法を用いた結果




とに成功した。さらにmLAMP 法の検出感度は nested 








た。B. bovis 及びB. bigemina のウシにおける感染率は








らにmLAMP 法は PCR 及び nested PCR 法に比較して
も高い検出率が得られ，ウシバベシア症の疫学的研究に
おいてもmLAMPの実用性が示された。





るいは EqStim（市販P. acnes 製剤）をマウスに接種
し，2週から 4週間後に非致死性のマウスバベシアであ
るB. microti あるいは致死性のマウスバベシアである
B. rodhaini を感染させて観察を行った。P. acnes の死菌
を接種してから2週間後にB. micorti を接種した群では，
P. acnes 非接種群と比較して有意な増殖抑制効果が観察
された。さらにP. acnes の死菌接種4週間後にB. microti
を接種した群では，ほとんど原虫の増殖は認められなかっ
た。一方，B. rodhaini を感染させた群では，P. acnes 非
接種群において 5日以内に全個体が死亡したことに対
し，P. acnes 接種群は生存率において有意差が認めら
れ，2匹はそのまま生存した。また EqStim 投与 3 週間
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感染後においては IL-2, IL-4, IL-5, IL-10, TNF-αがコン
トロール群と比較して有意に低い値を示したことに対し，
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